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（別紙様式４－１）                                         （県立高等学校・中学校用） 
（熊本県立湧心館高等）学校（全日制） 平成３０年度学校評価表 

１ 学校教育目標 
（１）確かな学力を育成し、自己実現を図る態度を育む 
（２）道徳性と豊かな情操を育む 
（３）心身の健康を自己管理する態度を育む 

 

２ 本年度の重点目標 
【確かな学力・自己実現を図る態度の育成】 
（１）主体的・対話的で深い学びの中で、思考力、判断力、表現力を育む。 
（２）基礎・基本を定着させ、併せて個に応じた教科学習指導を行う。 
（３）望ましい勤労観・職業観を育成し、併せて個に応じた進路指導を行う。 
【道徳心と豊かな情操】 
（１）自分の大切さとともに他の人の大切を認める態度を育む。 
（２）規範意識を身に付け善悪を判断し自ら律する力を育む。 
（３）我が国の伝統と文化を尊重する態度とグローバルな視点を育む。 
【心身の健康の自己管理】 
（１）正しい食習慣と生活習慣を身に付けさせる。 
（２）運動に親しむ態度を育み体力を向上させる。 
（３）危険を予測回避する力を向上させる。 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

三課程（
全定通）
運営と学
校経営の
整合性を
図る 
 
 

本校のｽｸｰﾙｱｲﾃﾞ
ﾝﾃｨﾃｨが三課程
で共有化されて
いるか。課程間
の情報交換が、
継続的に図られ
ているか。より
良く改善が進め
られているか。 
 

教務・進路・
生徒指導部の
情報の共有化
および連携の
強化を図る。
三課程での研
修の充実。 

三課程教頭会
を、定期的に
実施する。
３課程年間
研修計画を
作成する。 

 
 
 

Ｂ 
 
 

ＩＣＴや人権教育
研修など三課程合
同の職員研修が実
施され、事前の打
ち合わせも十分に
行われており、特
に問題は生じなか
った。 
もっと三課程でま
とめてできる研修
もあり、普段から
の教頭同士の事前
の連絡調整を行う
必要がある。 
 

適応指導
の充実 
 
 

学年及び関係す
る分掌部が連携
して具体的な取
組が進められて
いるか。 
 

新入生への年
間を通した、
適応指導の充
実。１年生の
転学・転籍・
退学者数割合 
１２％以内。 
 

適応指導委
員会が作成
するシラバ
スに従って
学年や各分
掌部がそれ
ぞれの取組
を実施する
。 
 

 
 
 

Ｃ 
 

適応指導シラバス
や１年部でＳＳＴ
等工夫して取り組
んだが、１月７日
（月）現在で進路
変更した生徒は１
３．１％であり、
目標を下回った。 

 
学力  
向上 
 

アクティ
ブ・ラー
ニング推
進のため
の指導方
法の工夫
と改善 
 
 

アクティブ・ラ
ーニング型の授
業の展開が図ら
れているか。 
 

アクティブ・
ラーニング型
授業]の展開
を意識しなが
ら実践してい
る職員の割合
について、 
９０％以上を
目指す。 
 

各教師のＡ
Ｌ授業の実
践について
Ａ４報告書
１枚を提出
してもらい
保管する。 
 
 

 
 
 

Ｃ 
 

日常的に、ＡＬ授
業が実践されてお
り、生徒の学校評
価アンケート結果
では、わかりやす
い授業がＡ＋Ｂ＝
９７％だったので
目標９０％を達成
した。ただし、職
員からの報告書の
提出がまだない。
また各教師間の取
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組内容の共有にま
で至っていない。
実践事例の発表ま
たは報告書の配付
の活用など取り入
れる必要がある。 
 

思考力・判断力
・表現力が育ま
れているか。 
 

大学入学共通
テスト対策も
含めて、普段
の授業から、
生徒が自ら考
えたり表現し
たりする活動
を増やす。そ
れにより、思
考力・判断力
・表現力を育
成する。 

公開授業・研
究授業を実施
する。近隣中
学校にも案内
を出しアドバ
イスをいた
だく。 
定期考査に思
考力・判断
力・表現力
を試す問題
を入れる。 

 
 
 
 

Ｂ 

公開授業、研究授
業を行い、多様な
生徒にどのように
授業を構築すべき
かスーパーティー
チャーや県立教育
センターの指導主
事から助言をいた
だいた。以前の教
師講義式の授業か
らＡＬ授業に移行
しつつある。 
 

学びのＵ
Ｄ化 
 
 

特別支援教育の
観点から、支援
を必要とする生
徒に配慮した授
業ができている
か。 
 
 

多様な生徒が
混在する集団
の中でそれぞ
れが授業に集
中できるよう
な授業の展開
を工夫する。 
 

授業での支
援を必要と
する生徒へ
の配慮につ
いて、授業
担当者に実
践事例を提
出してもら
う。 
 

 
 
 
 

Ａ 
 
 
 

職員の意識の高さ
もあり、多様な生
徒への対応はでき
ている。人権に配
慮した授業づくり
について十分に研
修を行った。 

小中学校等か
らの学びの連
続性の確保と
いう観点か 
ら、多様な学
びの場を整備
する。 
 

障がいによ
る学習上ま
たは生活上
の困難を主
体的に改善・
克 服 す る た
め、「通級に
よる指導」に
より、自立活
動の学習を
実 施 す る 。 

 

 
 
 
 

Ａ 

「通級による指導」
の授業が始まった
が、他校での実践例
や先行事例を参考
にして、１年目は充
実した「自立活動」
の授業が展開され
た。授業についての
生徒の満足度も高
い。通級の授業を通
じて、進路相談など
の支援も行われて
いる。 
 

単位制の
特徴を生
かした教
育課程の
検討 

社会の変化、進
路の多様化等に
対応するカリキ
ュラムを広く検
討できたか。 

大学入試共通
テストへの対
策や、新学習
指導要領に則
ったカリキュ
ラムにどのよ
うに作り上げ
ていくか、基
本的な枠組み
をシミュレー
ト作成する。 
 

授業を精選
し、新旧のカ
リキュラム
の授業をど
のように開
講するかを
検 討 す る 。 
教科会で大
学入試共通
テストの分
析を行い、ど
の よ う な 対
策が必要か、
話 し 合 う 。 

 
 
 
 

Ｃ 
 
 
 
 
 

各教科において、
新大学入試に向け
て、テスト分析を
おこなった。しか
し、大学入試共通
テスト及び新学習
指導要領に向けて
のカリキュラムの
検討や、入試対策
についてはこれか
ら進める段階であ
る。 
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生徒目標達成の
ためのカリキュ
ラム編成を十分
に支援できてい
るか。 

生徒一人一人
の特性や進路
目標をふまえ
ながら、前向
きな進路実現
へ向けたカリ
キュラム作成
を促進する。 
 
 

「具体的な
カリキュラ
ム編成例」
をcompassに
記載し、カ
リキュラム
ガイダンスや
個人面談を充
実させる。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

５月のカリキュラ
ムガイダンスに始
まり、６月に科目
ガイダンス、８～
９月に個人面談を
実施した結果、多
くの生徒が自分の
進路を考えてカリ
キュラムを組むこ
とができた。カリ
キュラム作成は、
学年部を中心に親
身に対応してされ
ている。ただ安き
に流れないような
指導に苦慮してい
る。 
 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

キャリア
教育の推
進 
 
 
 
 
 
 
 

多様化する社会
構造を踏まえ、
社会的・職業的
自立に向けた能
力・態度が育成
されているか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

進路講話・職
場見学・進学
ガイダンス・
ボランティア
活動を通し  
て、具体的イ
メージを持っ
た職業観を形
成する。 
 

外部機関が
主催する事
業や地域お
よび産官学
との連携を
はかり、校 
内の取組を連
動させて実
施する。 

 
 
 
 

Ｂ 

進路講話、職場見
学に育友会キャリ
アサポート委員会
と連携して取り組
めた。今後生徒の
職場見学と進路ガ
イダンスを通して
外部機関と連携し
て取り組む予定で
ある。 
 

インターンシ
ップを通し  
て、働くこと
の意味や意義
を考え、望ま
しい勤労観を
形成する。 
 

職 業 講 話 等
の事前指導
事業所との
事前の打合
せや、礼状
の送付等を含
め、活動の
全体で大きな 
学 び が 得 ら
れるように
する。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

事前指導から事後
指導まで計画通り
に進められた。事
業所との連携や指
導内容に課題があ
るものの、校内で
の指導では得られ
ない学びが見られ
た。今後は指導体
制のある事業所と
の、連携を図りた
い。 
 

働くことの意
義を理解する
とともに自身
の将来像を現
実的にイメー
ジし、行動に
移す積極性を
育む。 
 

進路・就職
ガイダンスへ
の 積 極 的 な
参 加 を 通 し
て、望まし
い職業観を形
成し、進路
実現につなが
る 積 極 的 か
つ 具 体 的 な
学 習 に 取 り
組ませる。 
 

 
 
 
 

Ｃ 

進路ガイダンスを
通して今後の進路
実現につながる示
唆を頂く予定であ
る。今後は、日頃
の学習の場面にお
いても働く意義を
理解させたり、ボ
ランティア活動等
他者への貢献活動
にも取り組ませ、
自己有用感を高め
たい。 
 

進路目標
の達成 
 
 
 
 

個に応じた進路
指導の推進が進
路目標の達成に
つながっている
か。 
 

進路希望調査
・適性検査な
どを通して進
路目標の早期
設定を促す。 

二者面談・
三者面談・
進路部面談
等を計画的に
実施するとと
もに、各種

 
 
 
 

Ｃ 

各学年で二者面談
・三者面談を通し
て進路希望を把握
して、その後の進
路指導に役立てて
いる。 
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調査結果など
を活用して
生 徒 の 自 己
理解に生か
す。 
 

生徒自身にも自己
理解や、職業理解
など進路研究に関
わる情報提供を適
宜行うことができ
た。 
取組が不十分な生
徒に対しては、早
期から、個に応じ
た指導の工夫が必
要である。 
 

基礎的な学力
の向上を図る
とともに、進
路情報の提供
と進路別学習
機会の充実に
努め、進路選
択の幅を広げ
る。 
 

学びなおし
教材を１年
生の授業で
活用する。
模試・進路
のしおり・
進路情報誌
・進路ガ
イダンスな
どの活用を
進める。キ
ャリア別終礼
・進路検討
会等を定着さ
せる。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

国数英で学びなお
し教材に取り組み
その基礎力診断テ
ストを通じて学力
の定着度として活
用し各教科での学
習指導に役立てる
ことができた。 
進路のしおりや進
路情報誌を活用し
ながら、進路研究
を深めることがで
きた。 
今後はLHRなどでの
進路学習での資料
活用や情報収集な
どの学習技能を高
めて、生徒が自ら
進路研究を進めら
れるよう育成した
い。 
模擬試験の受験案
内を早めに行い、
担任から粘り強く
指導し、大学等進
学者はほぼ受験し
た。 
模試の受験後のや
り直しが不十分で
生徒の学習状況を
把握していく必要
がある。 
 

 
生徒  
指導 
 

基本的生
活習慣の
確立（特
に時間を
守る取組
） 
 
 

生徒が健全に社
会に適応できる
生活をしている
か。 
 

自主的に健全
な整容を心掛
けられるよう
な指導 
 

学年間の指
導内容に差
が生まれな
いように、
整容検査内容
のマニュア
ルの活用を
行う。検査
結果を共有化
するために
文書セキュ
ア を 活 用 し
てデータ管
理を行う。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

不合格者は若干い
るが、生徒が改善
に取り組む姿勢に
変化が見られるよ
うになった。整容
指導カードによる
指導も含め、効果
が上がっている。
検査結果をデータ
管理・共有し次回
の整容検査に活か
すことができた。 
検査項目によって
は検査後の継続指
導が必要である。 
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生徒が社会に通
用する能力を備
えつつあるか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チャイムと同
時に授業を開
始し、チャイ
ムと同時に授
業を終える指
導。授業は正
しい姿勢で集
中して取り組
む指導 

正しい授業
への取組指
導を行うこ
とで正しい
言葉遣い、
期限を守る態
度、自己表
現の向上等の
社会人に必
要とされる
人間性を育
成する。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

学校全体で取り組
組んだ結果、「時
間を守る」という
意識が生徒に根付
いてきた。校内で
自発的に挨拶をす
る生徒が多くなり
学校の良い雰囲気
が醸成されつつあ
る。 
チャイムを短くし
適切な長さに変更
した。授業が、整
然と開始できる雰
囲気づくりが整っ
た。遅刻指導も軌
道に乗ってきた。 
授業では課題提出
が期限を守られて
いない。 
 

理性的態
度と道徳
的実践力
の育成 
 
 
 
 
 
 
 

規 範 意 識 の 高 
揚、友愛・連帯
の精神を養おう
としているか。 
 
 
 
 
 
 
 

生徒総会、学
級や委員会活
動・部活動な
ど集団生活の
中での責任と
人間形成の指
導。 
 

生徒総会を
実施し、生
徒の自主性を
伸ばす。委
員会活動を３
回以上実施
することで
委員会活動
の活発化を
図る。 

 
 
 

Ｂ 

生徒総会を今年度
初めて９月に実施
し、生徒からの意
見も活発に出され
た。委員会活動の
時間を計画するこ
とはできなかった
が、各委員会の日
頃の活動は充実が
見られた。生徒も
与えられた役割を
果たすことができ
た。 
年間活動計画を見
直し計画的に委員
会を開催し、生徒
へ事前に十分に周
知・連絡する必要
がある。 
 

自他を尊
重し、互
いに協力
する態度
や遵法精
神の育成 
 
 
 
 
 
 
 

生徒同士が互い
を尊重し、協調
しながら生活す
ることができて
いるか。 
 
 
 
 
 
 
 

非行事例の減
少といじめ解
決100％を目
指す。 

ＳＮＳを中
心に情報モ
ラル、情報
マナーについ
ての指導を
継続的に行
う。早期に
いじめを発見
できるよう機
会あるごと
に声かけ指
導を行う。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

情報モラルの講演
会を10月に実施し
たが、来年度は早
めの実施を検討す
る。いじめ事案は
重大なものは確認
されておらず、そ
れぞれ早期発見・
解決がなされた。 
１年部では夏休み
明けに携帯電話や
人間関係について
考える週間を設け
た。朝読書の時間
に人権啓発の冊子
等を活用していじ
めについて考えさ
せるなどした結果
ＳＮＳトラブルが
減少した。 
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交通安全
意識の確
立、交通
法規の理
解と交通
マナーの
向上 
 
 
 

交通事故・違反
が減少したか。
無施錠自転車が
減少したか。 
 
 
 
 

事故違反件数
を減少させ、
安全運転意識
の向上を図  
る。二重ロッ
ク１００％。 

交通安全教
育の自校実
施と交通委
員会の活動
の充実を図
る。二重ロ
ック及び無許
可自転車指
導を徹底す
る。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

今年度前半での交
通事故の発生件数
が多く、交通安全
教室は12月実施し
たが、来年度はよ
り早い時期の実施
を検討する。交通
委員会による二重
ロック点検も定着
し、100％二重ロッ
ク達成のクラスが
出るなど、生徒の
意識も変わってき
た。無許可自転車
の点検など、定期
的に実施され、掲
示物も効果的であ
った。 
 

人権教
育の推
進 

研修の充
実と職員
の人権意
識の高揚 
 
 

教育の根幹に人
権尊重を捉え、
すべての教育活
動において人権
教育の推進がで
きているか。 
 

教職員が人権
尊重の理念を
理解し、全て
の教育活動に
おいて推進で
きる体制づく
りや研修の実
施。 
 

計画的な研
修による学
び合いを通
して、人権
意識の高揚を
図り、人権
尊重の理念に
ついての認
識を深める
とともに実
践的な指導
力を育む。 
（一人１回
の校外研修
参加等） 
 

 
 
 
 

Ｃ 

人権教育講演会を
はじめ研修を計画
的に実施できた。
職員研修での意見
交流を通して自他
の実践を振り返り
お互いに情報を交
換することができ
た。しかし、学習
内容や教材選択、
また、教え方など
の技術的な部分の
意見交換にとどま
った。 

人権の重

要課題の

学習 

人権課題を自分
の問題として考
える学習になっ
ているか。 
 
 
 
 

これまでの積
み上げに留意
しつつ改訂を
進め、生徒の
主体性を育む
人権教育ＬＨ
Ｒの推進。 

学年の担当
者と推進委
員を中心に
全 職 員 が 組
織的に取り
組める指導
案の作成。 
意見交流を
通して、主
体的に学びを
深める人権
教育ＬＨＲ
の実施。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

人権教育ＬＨＲで
仲間づくり、水俣
病など様々な人権
課題について学び
を深めた。事前に
学年で協議し、学
年全体で取り組む
ことができた。班
別協議を取り入れ
生徒同士の意見交
流が図れた。今後
意見交換がやりや
すい指導案を検討
したい。 
 

命を大切
にする心
を育む指
導 
 
 

人権尊重の精神
に立った学校づ
くりが推進され
ているか。 
すべての教育活
動の中で、「命
を大切にする心
を育む指導」の
視点に立った教
育実践がなされ
ているか。 
 

人権が尊重さ
れる授業づく
りの推進 
人権が尊重さ
れる人間関係
づくりの推進 
人権が尊重さ
れる環境づく
りの推進 

生徒が多様
な学びの中
で、自他の特
性を自覚し
主体的に学
習に取り組
め る 授 業 の
工夫・改善を
行う。（生徒
理解研修）  
共感的人間
関係を育成

 
 
 
 

Ｃ 

人権作品応募は全
校で取り組めた。
人権週間には図書
部と連携して、人
権教育ＬＨＲに関
する書籍や資料の
展示コーナーを設
け、啓発すること
ができた。 
常設している人権
教育掲示板を、更
に活用していきた
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する支援の
推進（面談
・家庭訪問
） 
人権尊重の
雰囲気が醸
成される環
境づくりの
推進（人権
作品応募） 
 

い。 
１年生ではＳＮＳ
上の書き込みでト
ラブルがあり、多
様性を受け入れ、
自他の人権が尊重
される雰囲気が醸
成される環境づく
りが必要である。 

いじめ
の防止
等 

いじめ防
止対策委
員会を核
とした職
員間の連
携 
 
 
 

学級・学年・各
分掌部などにお
ける連携が成さ
れているか。 
小さないじめを
見逃さない初期
対応ができてい
るか。 
 

いじめ防止対
策委員会での
連携を密にし
て、情報の共
有を図り、い
じめの未然防
止を図る。 
心のアンケー
トやいじめ通
報アプリの情
報に速やかに
対応する。 
 

いじめ問題
への対応マ
ニュアルの
職員への周
知を図り、
全職員で共通
理解と防止に
取り組む。 
心のアンケ
ート実施後
速 や か に 担
任は生徒へ
の聞き取り
を行う。 
 
 

 
 
 
 

Ｂ 

心のアンケートや
いじめ通報アプリ
の通報に速やかに
対応できている。
積極的生徒指導を
行い、生徒間のト
ラブルを極力少な
くすることを心が
けた。特性のある
生徒とその周囲の
生徒との間にトラ
ブルが発生してい
る。人権教育を通
じ、多様な生徒が
いることについて
理解を深めたい。 
 

心身の
健康 
 

望ましい
食習慣と
生活習慣
の定着化
を図る。 
 

自分の食習慣や
生活習慣に関心
を持ち、行動で
きているか 

自分の食習慣
や生活習慣を
見直し、積極
的に改善する
力を付ける。 

生徒の実態
把握を実施
し、自分の生
活習慣を見
直す機会を
作るととも  
に、生徒が主
体的に参加す
る行事を計画
する。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

文化祭では、生活
習慣を見直す機会
として、睡眠をテ
ーマに保健委員発
表を実施すること
ができた。放課後
キッチンでは、簡
単な日常食を作る
力と意欲を身に付
けさせるため、２
回実施することが
できた。生徒の食
習慣等の具体的な
実態把握について
は次年度の課題と
したい。 
 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

熊本地震
を教訓と
して、災
害時の地
域との連
携体制の
構築や防
災教育の
充実 
 
 

学校運営協議会
を通して、関係
機関と連携しな
がら、防災対応
について整備が
進むとともに、
防災教育の充実
が図られている
か。 
 

生徒及び職員
の防災対応能
力を向上させ
る。また、保
護者や自治体
と連携した災
害時対応マニ
ュアルを策定
する。 

学校運営協
議会を開催
し、各委員か
ら御意見を
伺いながら
地 域 防 災 や
防災教育に
ついての取
組を充実さ
せる。避難
訓練の実施回
数を増やし
て生徒の防
災意識を高
める。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

スモール訓練を４
回、避難訓練を１ 
回、熊本シェイク
アウト訓練を１回
実施した。各回の
反省を活かしなが
ら、良い取組にす
ることができた。
生徒たちも回数を
重ねるごとに、防
災意識は高まって
いる。避難訓練が
形骸化することが
ないように、計画
を練っていく必要
がある。 
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開かれた
学校作り 
 
 
 

広報活動を効果
的に実施してい
るか。 

積極的な情報
発信に努め、
「地域に開か
れた学校作り
に努めている
」の評価で 
９０％以上を
目指す 
 

体験入学や
中学校説明
会、中学校
訪問を充実す
る。湧水（
学年広報誌
）を毎月配
布する。学
校ＨＰを定
期的に更新
する。 
 

 
 
 
 

Ｂ 

学校のＨＰに関し
ては、生徒の活動
の状況が適宜アッ
プされていた。Ｈ
Ｐは定期的に更新
できている。保護
者等に見てもらえ
る工夫は今後も必
要であると思う。 
毎月湧水を発送し
学校の行事・生徒
の様子などを連絡
した。安心メール
でもＨＰの更新の
件や湧水発送の件
について発信した
い。 
 

地域社会に貢献
しようとする態
度が育っている
か｡ 
 

生徒会主催の
学校行事につ
いて地域の方
々へ案内し学
校への来校者
を増やす。 
地域に奉仕す
る。 
 

生徒でポス
ター等を作
成し、学校
周辺地域に配
付する。 
地域のボラ
ンティア活
動に参加す
る。 
 

 
 
 

Ｂ 

生徒会では地域の
祭りやH31全国高校
総体の高校生活動
推進委員会に参加
するなど、地域や
県の取組に参加し
た。また、１年部
の生徒も、赤い羽
根共同募金、熊本
市立図書館の配架
ボランティア、出
水校区の防災グッ
ズ整理ボランティ
アなど多くの活動
に参加した。 
 

 
 
 

４ 学校関係者評価 
（１）「通級による指導」など、生徒一人一人にきめ細やかな指導が行われている。 
（２）退学者を減らすために、１年の夏休みまでに頑張って指導をすれば、夏休み以降に生

徒の落ち着きが見られるようになる。最初の頑張りが必要である。 
（３）アンケート調査結果で２年生徒の評価が低い。原因を分析し、評価が上がるように対

策をお願いしたい。 
（４）アンケート調査結果で保護者の学校への評価が低い。保護者会も課題と感じており、

保護者が学校に関心を持つ工夫を、学校と共に考えたい。 
（５）ＰＴＡ活動を通して学校の情報が入り、先生方の頑張りが見える。そうすれば、先生

方を手伝いたいという保護者も増える。 
（６）自己評価の項目に、生徒の学力の向上や人間の成長が測れる項目がほしい。 
（７）三者面談において、生徒及び保護者に方向性をはっきり示すなど、面談の内容の向上

を図ってもらいたい。 

 
 

５ 総合評価 
（１）個々に応じた丁寧な指導に感心している。教員の教科指導力向上にいろいろ取組をさ

れている。 
（２）第１回目の会議で授業を参観させてもらったが、授業中、生徒の笑顔が見られた。先

生が丁寧に粘り強く教えている。 
（３）生徒が社会に出て、教師の支えがなくとも、自立できる生徒の育成が必要である。 
（４）障がいを持ち支援を要する生徒の就職活動にＳＳＷと連携し取り組んでもらいたい。 
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６ 次年度への課題・改善方策 
（１）大学入学共通テストや新教育課程に向けて、思考力、判断力、表現力を育むことが更

に重要になっており、主体的に学びに向かう力を養えるよう授業改善に取り組む。 
（２）昨年度から準備にはいった「通級による指導」も順調な滑り出しができた。「通級に

よる指導」方法の他の職員への周知や、対象生徒の選出や保護者及び本人との意思確認
や教育課程の検討など、通級指導委員会を中心に課題を検討し、指導の定着に向けて研
究を進める。 

（３）関係者評価委員会において、１年生の入学後の指導方法についての助言があり、特に
生徒指導（情報モラルや交通指導）について早い時期の指導を行い、事故や事件を未然
に防ぐ取組を充実させたい。 

（４）早期離職を防ぐため、キャリア教育の充実が求められる。ボランティア活動への積極
的な参加を通じて働くことの喜びを感じるとともに、インターンシップの新規開拓、早
期の職業調べや職業インタビュー等で自己理解も含めて、職業選択の幅を広げる指導を
行う。 

（５）命の大切さを理解させるとともに、他者を認め、自分を大切にするよう、更なる人権
教育の充実を図る。参加型体験学習による人権教育ＬＨＲの実施や、職員研修において
人権教育等の教育実践の交流を図る。 

 

 


